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現代市場と “ゆらぎ”を通しての秩序

高　木　　　彰

は　じ　め　に

　現代経済の特徴は，基本的には情報化と不安定性にある 。１９７０年代の後半は，「不確実性の時

代」（ガルブレイス）とされた。それは，機械文明を挺として推進されてきた経済の高度成長過程

が石油危機によっ て終焉を迎え，その先を見通すことのできない状況にあることを指摘したもの

であ った。現代経済における不確実性とは，経済システムを構成する諸要素の活動が「不安定

性」を基調としていることであり ，その意味では，まさしく「確実性の終焉」（プリゴジン）に他

ならないのである 。経済社会を構成する個々の経済主体の自律性の強まりと ，それらが取り結ぶ

諸関係が，動的であること ，しかも速いスピードで変化していることにこそ，経済システムにお

いて，新しい，多様な局面を出現させ，全体としての不安定性を惹起する根拠が存しているので

ある 。経済主体の問におけるネ ットワークの情報化によっ て， 個々の自律的活動が強化されるこ

とは，経済システムの性格を，ｒ複雑性」とｒ多義性」とにおいて特徴付ける基盤として機能し

ているのである 。即ち ，経済主体の自律性を，経済システム全体の不安定な状態へと増幅させる

契機として機能しているのが情報化の急速な展開である。それ故，「不確実性の時代」とは，惰

報社会の生成を書換えたもののことである 。

　「複雑性」と「多義性」において特徴付けられる経済システムを考察するためには，従来の線

形的思考を基礎として展開されている経済学では適切ではない。線形的思考は，経済システムに

おいて均質的であり ，明確な因果的連関性が存在する場合にのみ妥当する理論的則提である 。現

代経済においては，「システム思考」，「非線形的思考」が，その分析の基礎に据えられねばなら

ないのである 。「非線形的思考」による自然現象の解明の試みは，現代物理学におけるＩ．プリゴ

ジン等において見ることができる 。プリゴジンは，非平衡状態における散逸構造の理論を展開し

たのである 。それが “ゆらぎ”を通しての秩序という命題である 。その命題から導き出されるこ

とは，第一に，ミクロとマクロは，機構的関係において捉えられるということであり ，要素の自

律的活動が，マクロの構造（秩序）の形成に積極的に関与するということである 。第二に，その

ミクロの自律的運動とは，偶然性に結び付くものであり ，その偶然性とシステムの全体を支配す

る必然性とは，「相補的関係」にあるということである 。

　ところで，「流通革命」の旗手としてスーパー・ ストアが登場したのは，１９６０年代の前半のこ

とであ った。しかし，それが惹起したのは，小売業態における変革に過ぎなかったのである 。流
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通過程が変革されるためには，小売業務，商品開発 ・商晶供給，メーカー 問屋という流通シス

テムを構成する三つの基本的構成要素それ自体と ，それらの相互関係のあり方における変革が必

要である 。しかし，スー パー・ ストアが目指したことは，その内の第一の要素の小売業務の革新

でしかなかったのである。これに対して，三者のあり方の変革を目指すものとして登場したのが ，

８０年代になっ てから拡張を開始した コンビニエンス ・ストアである 。コンピ ーエンス ・ストアが

小売業において革新的であるのは，小売業務，商品開発 ・商品供給，取引等の組織関係の全般に

及ぶ変革を惹起していることによるのである 。コンピニエンス ・ストアの中でも ，特に「セフ

ン・ イレブン ・ジャパン」において特徴的なことは，チ ェーン ・システムの運営において，“ ゆ

らぎ”を通しての秩序という自己組織化による秩序の形成と ，経営のトッ プの意志決定による秩

序形成のあり方が，適度にハランスがとれていることによっ て， 高い営業成績を堅持しているこ

とである 。本稿では，“ ゆらぎ”を通しての秩序の理論を経済システムの考察に適用する具体例

として，現代市場を特徴付けるコンビニェンス ・ストア ・システムを取り上げ，そこにおける

“ゆらぎ”とは如何なることであり ，システム論の基本的課題である情報の圧縮と創造は如何に

して遂行されているのかについて検討しようとするものである 。

Ｈ　現代経済の基本的特徴

　（１）資本制経済の情報段階徒

　現代経済の基本的特徴は，第一に，情報段階における資本制経済であることに求めることがで

きる 。我が国において，１９７０年代に入 ってから経済活動の様相は大きく変容していくのであるが ，

その変容が情報化として捉えられるのは，従 って，経済杜会の多くの領域で情報化が明確になる

のは，１９８０年代に入 ってからのことである 。１９７０年代の後半，従来の資本制経済の発展の様相が

大きな変革を遂げる。その変革の契機になっ たのは，一つには，ニクソン声明によるトルと金と

の交換停止であり ，それによっ て貨幣は金との関係を全く絶たれることになっ たのである 。もう

一つは，石油危機である 。化石資源の有限性が人類の永続性に危機をもたらすことが明確にな っ

てきたのであり ，化石燃料に大きく依存している経済発展の在り方には限界が存在していること

が， そこでは示されたのである。石油危機は，無制限的に拡大することによっ てのみ存続が可能

である機械文明と ，地球の生あるものの有限性との矛盾の顕在化であり ，それ故に，大量生産体

制の経済システムのパラダイムの転換を惹起する契機でもあ ったのである 。７０年代後半以降，日

本経済は，低成長時代に突入する。そのような経済環境によっ て強制されたのが，情報化の急速

な展開である 。一般に情報化社会と呼ばれている状況を，ここでは情報段階の資本制経済として

規定する 。更に指摘しておかねばならないのは，日本の場合，石油危機を受動的にではなく ，積

極的に受け止めたことによっ て， 新たな技術開発を推進出来たことである 。特に，生産の領域で

展開されたＭＥ化がその具体的な例である 。

　情報社会とは，「物質 ・エネルギー」と並んで「膚報」が一つの概念として確立されるに至る

ことであり ，それによっ て， 自然界は，物質的 ・エネルギー的自然と情報的自然とにおいて捉え

ることが可能になっ たのである 。かつてｒ物質 ・エネルギー」の概念が確立されたことによっ て，
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機械や蒸気機関の製作へと結実し，産業革命が遂行され，産業社会が創出されたのである 。これ

に対して，情報の概念としての確立は，情報革命を惹起し，情報社会を創出しつつあるのである 。

情報社会は，産業社会に替わる新たなパラダイムの生成を可能としているのであり ，その意味に

おいて，社会発展の一つの段階を画するものとして捉えられるのである 。

　産業革命による機械体系の生成からトランスファーマシンに至るまでの機械段階の資本制経済

の社会秩序の編成原理は，機械原理であ った。これに対して，情報社会の秩序編成原理は，サイ

ハネティソ クス原理である 。サイハネティソ クス原理とは情報のフィードハソ クによる制御と管

理によっ て， マクロにおいては経済秩序が形成され，ミクロにおいては個々の経済活動が管理さ

れ， そのマクロとミクロが「相補的関係」をもつことを言うのである 。しかもそれは，正と負の

フィードバッ クが機能することと ，フィードフォワード制御が機能することを含意しているので

ある 。即ち，ここで言うサイバネティッ クス原理とは，Ｎ．ウィーナー 流のファースト ・サイバ

ネティッ クスと新たに生成したセカンド ・サイバネティッ クスをも内包するものである 。

　ファースト ・サイバネティッ クスは，１９４０年代末に ，Ｎ．ウィーナー（［１１１）が定式化したもの

であり ，そこでは負のフィードバッ ク機能のみが考察対象とされていた。それは現状維持のため

の管理機能として有効であ ったのである 。しかし，システムの要素が経済システムにおけるよう

に， 認知機能を有するような場合には，負のフィードバッ ク制御による調整という機能だけでは

分析装置としては不十分である 。セカンド ・サイバネティッ クスは，１９６０年代に，Ｍ．マルヤマ

によっ て定式化されたものである 。マルヤマは，生物等に特徴的なことは，正のフィードバッ ク

が機能することであり ，セカンド ・サイバネティッ クスの中心的概念は，「¢システムにおける

異質性の役割，　異質的な要素問の互恵的で全体を利する相互作用，　異質性の一層の増加とそ

の結果としての新しいパターンの発展」（［１２１２１３頁）として定式化されるとしたのである 。ファ

ースト ・サイバネティッ クスは，「システムの既存の秩序化した全体のパターン」を「維持」

（［１７１４５頁）する過程を対象とするものであり ，自己安定化を意図する原理である 。これに対し

て， セカント ・サイハネティソ クスは，既存の構造を自ら変更し，新しい秩序状態の再編過程を

対象とするものであり ，自己組織化を意図する原理である 。ファースト ・サイハネティソ クスは ，

システムにおける「過去から現在までの進化 ・発展 ・学習の結果」（［１７１４６頁）として産出され

るものに関わるのであり ，セカンド ・サイバネティッ クスは，「現在から未来に係る新たな秩序
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状態を再編」（［１７１４７頁）して行くものに関わるのである 。

　更に，セカンド ・サイバネティッ クスが将来の状態の予測に関わるものとすれば，それは正の

フィードバッ クのみならず，フィードフォワード制御（期待への制御）をも内包しているものと

して捉えることが重要であるといえよう 。システムが線形的で，平衡状態である場合には，将来

の状態の予測も容易であり ，フィードバッ ク制御とフィードフォワード制御との問に大きな相違

が存在しない。しかし，システムが不安定的であり ，非平衡状態にある場合には，フィードバッ

ク制御とフィードフォワード制御の区別と連関は，重要な意味をもつに至るのである 。即ち ，経

済システムが混沌とした状態にある時，将来の状態を如何に予測するかは極めて重要な意味をも

ってくるということである 。従来，現在から将来の状態に至る変化の法則性は，過去から現在の

状態への変化の法則によっ て明らかにすることができた。しかし，経済システムが混沌の状態に

ある時，そのような線形的予測は，ほとんど意味を成さないのである 。線形的手法に依拠したの
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では，将来の状態を想定して，そこから現在のあるべき姿を知ることはできないのである。不安

定性を基調とする状況の下では，経済の大きな流れ（法則性）を掴み，それによっ て自分の状態

を変えていくことが必要なのである 。更にその将来が，自己の積極的な活動によっ て変わる時に

は， 自己の活動の在り方を時間的に位置付けていくことが必要とされているのである 。即ち ，将

来の状態に対して創造的に対応していくということであり ，自己の世界の中で新しいセマンティ

ックス（意味論的な）情報を生成していくことが要求されるということである 。

　かくて，現代の経済システムが「生きている」ものとして積極的に捉えられ，そこで作用する

秩序編成原理がサイハネティソ クス原理であるとすれは，それは，一般的に情報のフィードハソ

クによるシステムの制御と調整として規定されるに留まるのではない，二つの側面を含むもので

あるといえよう 。即ち，一方では，システム維持に関わる原理であり ，他方ではシステムの創造

的発展に関わる原理であるということである。現代の経済システムは，ｒ複雑性」とｒ多義性」

において特徴付けられる 。そのようなシステムを考察する際には，フィードバッ ク制御とフィー

ドフォワード制御の機能を考慮しなければならないのである。現代の経済システムは，ファース
ト・ サイバネティッ クスとセカンド ・サイバネティッ クスの原理を共存させているのであり ，一

元的原理においては捉えることは出来ないということである 。何れにしろ，経済システムが認知

機能を有する要素によっ て構成されているものとすれば，経済システムの考察に際しては，意志

決定の領域に属する問題が極めて重要な意味をもつということである 。

　（２）世界システムの「プリゴジン的」性格

　Ａ・トフラーは，２０世紀末の現在，ｒ世界システムはプリゴジン的性格を帯びつつある」（［１４１

３６８頁）とした。問題は，このｒプリゴジン的性格」とは何かということである 。そこでトフラ

ーが問題にしていることは，世界システムが全くバランスを欠いているために，システムの動き

は「非線形的」なものになり ，些細な原因が，巨大な結果を引き起こすこともあるということで

ある 。世界システムの状況が，一方では，遠い国で起きた「些細な」戦争が，予測し難い出来事

に何度もぶつかっていく内に，雪だるま式に大きくなり ，しまいには大戦争に発展する可能性も

想定されうるが，他方では，大戦争が，世界全体の力の分布状況の故に，驚くほと小さな変化し

かもたらさないという事態も生じ得るということである。トフラーは，現在の世界システムの特

徴を，従来のような線形的手法による予測が不可能になっ てきていることに求めているのである 。

それが世界システムがｒプリゴジン的」であるということの意味でもある 。

　次いで，トフラーは，２１世紀の世界体制について，次のように指摘している 。「民族の血の復

讐は戦闘を生み，戦闘は更に大きな戦争を生んで，域外に燃え広がる 。内外の動揺が集まっ て起

こると ，システム全体の崩壊を引き起こすか，或はより高次の改造をもたらす。結局のところ ，

この重大な瞬問に，システムは決して合理的に働かない。それどころか，全く偶然任せの動き方

をするのだ。従 って，その動きを予測するのは難しくなり ，場合によっ ては不可能とさえなる」

（［１４１３６９頁）。

　かくて，トフラーは，世界システムが不安定であり ，非線形的な状況を示すことをｒプリコジ

ン的性格」として規定したものといえよう 。システムが不安定な状態にある時は，ネガティヴ ・

フィードバッ クではなく ，ポジティヴ ・フィードバッ クが機能するということである 。それはあ
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る過程が一旦始まり ，活発化すると ，その運動を安定化させるのではなく ，更に大きな不安定化

をシステム内において惹起するということである 。現代の世界システムにおいて特徴的なことは ，

そのようなポシティウ ・フィートハソ クが機能するメカニスムが成止していることにあるのであ

る。 ポジティヴ ・フィードバッ クは，システムにおける秩序の自己組織化を可能にする機能であ

る。 それをトフラーは，現代の世界システムを捉える基本的理論であるとしたのである 。即ち ，

現代の物理化学の成果である自己組織化の理論を社会システムの考察に導入するということであ

る。 その自己組織化の理論の代表的なものが，１９６０年代末，Ｉ．プリゴジンの確立した散逸構造の

理論，或は “ゆらぎ”を通しての秩序の理論である 。

　トフラーは，散逸構造の理論こそは，単に現代物理学の成果であるのみならず，現代の世界シ

ステム ，経済 ・社会システムを捉える基本的な理論として位置付けられるべきであるとしている

のである 。プリゴジンの理論は，人間と社会の在り方に関しての，一つの，しかし，従来とは全

く相違する考え方を提示しているということである 。それは人問と（自然）環境との関係を支配

と従属としてではなく ，相互作用において，それ故に，共進化の関係にあるものとして捉えるこ

とであり ，更には，人問同士の関係の在り方についての再検討を求めるものである 。“ ゆらぎ
”

を通しての秩序の理論によっ て， 経済システムの発展過程を捉えようとすることは，経済学の領

域における新たな理論の創出を予期させるものであり ，その意味において ，“ ゆらぎ”を通して
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の秩序の理論は，経済学のパラダイム転換の基本原理として位置付けられるものである 。

　（３）現代市場における情報化の展開

　現代市場の基本的特徴は，商業機能における情報化の展開にある 。特に，仕入と販売という商

業の基軸的機能について，分離と結合によるメリットの増大が惹起されたのである 。情報の調整

機能の急速な発展によっ て， 分離された仕入と販売の結合が極めて容易になっ たのである 。更に ，

流通過程においては，物流と情報流の区別を可能にし，夫々の運動が相対的自律性を獲得するこ

とによっ て， 市場における活動の在り方を大きく変えたのである 。「流通革命」と呼ばれること

は， 物流システムと情報流システムにおける変革を伴うことによっ て惹起されたのである 。市場

システムにおける情報化の最も具体的な例は，小売業務においてＰＯＳシステムが導入されたこ

とである 。ＰＯＳの導入は，経済システムにおける市場のもつ意義をより明確にしたのである 。

現代経済における市場システムは，石油がパイプラインを流れていくような意味におけるシステ

ムではなく ，システムの結節点において多数の自律的な経済主体の意識的な活動と判断において

構成されていることに特徴をもつのである 。

　ＰＯＳの導入によっ て生じた重要な点は，第一に，販売結果の情報収集が極めて容易になっ た

ことである 。そのことは複雑な需要動向の把握をリアル ・タイムで可能にしたのである 。第二に ，

売れ筋（高回転率）商品，死に筋（低回転率）商品を，明確にすることができるようになっ たこと

である 。第三に，小売業務におけるストア ・マネジャー（店舗の責任者）の果たすべき役割がよ

り重要になっ たことである 。それは仕入と販売という本来の小売業務とは何かが，情報化によっ

て明確になっ たということである 。個々の商業企業において，商品管理，売場管理，顧客管理は ，

経営の基本的問題であり ，それらの管理情報は，全て小売業務の現場において発生するものであ

る。 そのような直接的情報を収集し，商品交換の「場」という文脈との関わりにおいて，如何に
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処理するかが，ストァ ・マネジャーに求められるということである 。

　売り場のレジにおけるスキャナーを通して収集された販売情報は，それ自体は消費者によっ て

購買された商品についての情報であり ，経済活動の結果を表わすデータに過ぎないものである 。

小売業務において不可欠とされる将来の消費者の二一スの動向の確定については，そのようなテ

ータを基礎としながら ，一定の判断と予測を必要とするのである 。ｒ売れ筋」情報といえども
，

制約された品揃えの中からいわば消極的，受け身的に選択されたものに過ぎないのであり ，販売

環境によっ て強い影響を受けているものである 。ＰＯＳデータという形式的情報にのみ依拠する

ことによっ ては，商業企業の長期的発展は望みえないということである 。’ そこにストア ・マネジ

ャーによる販売情報についての創造的活動の重要性が存在しているのである 。

　小売企業の経済活動において決定的な重要性をもつことは，大量に収集される定量的ＰＯＳ情

報を基礎として，如何に発展性のある定性的なマーケ ット情報を創出するかということである 。

即ち，情報の処理，加工　判断が，誰によっ て， 如何に行われるのか，という問題である 。収集

された情報を，店舗の置かれている地域的，社会的，経済的環境の下に，如何に処理し，加工し ，

判断するかということは，定量的情報を現実の商品交換という文脈の中で読み取り ，一定の意味

を生成させることと関連しているのである 。そこにストア ・マネージャーに対して，情報の処理

はかりでなく ，創造についての力量が求められるのである 。その意味では，情報化によっ て経済

活動における人間の主体的な選択範囲が拡大したことを身を持 って示しているのが，このスト

ア・ マネージャーについての業務の変容である 。ストア ・マネージャーは，その性格からして本

来的には商業労働の担い手である 。しかし，そこで要求されていることは，経営者としての判断

と決定の能力である 。情報化によっ て定型的業務が１青報機器によっ て処理されるようになり ，労

働者はそのような作業から開放されるが，それは同時に，人間にしかできない作業へと労働内容

の変化を惹起しているのである。それは情報管理労働へと転換することであるが，そのことを端

的に示しているのが，小売業務におけるストア ・マネージャーの労働である 。

（二）“ ゆらぎ”を通しての秩序と経済システム

　プリゴジンによっ て定式化された “ゆらぎ”を通しての秩序の理論は，システムが非平衡状態

にある時，システムを構成する個々の諾要素の独自的運動，即ち ，“ ゆらぎ”が，リズム振動の

引き込み現象により ，自己触媒的に増加し，システムにおいて新たな秩序（構造）が形成される

ことを明らかにしたものである。それはシステムの構成要素が自律的に運動することによっ て，

システム全体の構造，或は秩序が自生的に生成するということである 。即ち，無秩序とカオスの

中から ，諸要素の自己組織化の過程を通して，秩序と組織が自発的に生ずるということである 。

諸要素の自己組織化によっ て生成する秩序は，「動的秩序」と呼ばれる 。それは，諸要素の持つ

多様な自由度の一定部分を，他の諸要素との協働的関係において拘束することによっ て， より高

い自由度を開放することでもある 。プリコジンは，“ ゆらき ”を通しての秩序の生成とは，「分子

間のコミュニケーシ ョン機構」（［１１４９頁）のことであるとしている 。それは，諸要素の状態が

一つの秩序として外在化されることそのことが同時にコミュニケーシ ョンでもあり ，物理化学の
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レベルにおいても情報の伝達機構が存在するということである 。

　更に，この “ゆらぎ”を通しての秩序の理論は，ミクロの運動が自律性と協働性をもつことに

よっ て， マクロの秩序が新たに形成されることを機構的に明らかにしたものでもあ ったのである 。

又， このミクロとマクロの連関性ということは，偶然性と必然性との関係は，ｒ相補性」におい

て捉えられねばならないことを意味しているのである 。従来，偶然性は，必然的な経済現象の撹

乱的要因として，経済学においては捨象されてきた。少なくとも ，マルクスの『資本論』におい

ては，「資本一般」の考察対象ではないとされてきたのである 。しかし，今や必要とされている

のは，偶然性と必然性とが「相補的な原理」（［４１３７頁）において連関しているものとの前提に

おいて，従 って総体性において経済活動を捉えるということである 。

　“ ゆらぎ”を通しての秩序の命題は，システムが三つの条件を備えている場合に成立する 。第

一は，システムが開放性であること ，第二は，非平衡的であること ，第三は，自己触媒（自己複

製）が存在すること ，である 。経済システムは，一般にそのようなシステム特性を備えているの

であるが，そこでより重要なことは，プリゴジンの理論では想定されてはいなか ったことである

が， 経済システムの構成要素である経済主体が「自省と予想の能力」（［４１５６頁）をもつことで

ある 。要素が認知能力をもつことが経済活動と物理的現象との問の決定的な相違点でもある 。そ

れは次の二つのことを意味している 。第一に，我々の行動は，我々がその行動の結果をどのよう

に「予測」するかということに依存しているということである 。第二に，行動の結果を踏まえて

次の「予測」を形成するということである 。市場システムにおいて，販売活動に際してばかりで

なく ，購買者においても ，「予測」＝フィードフォワードは重要な意味をもっ ているのである 。

一定の「予測」に依存して，次の商業活動，販売と購買の在り方が決定されていくのである 。

「予測」とは，現実の活動の結果であるデーター情報の圧縮と ，その上に新たに情報を創造する

という二面を含むものである 。情報の選択による行為の決定とは，「予測」による情報圧縮を意

味しているのである 。

　経済主体における意思決定は，二様の契機において行われる 。一つは，現実の活動の結果を踏

まえて判断を行うということである 。フィードバッ クによる経済活動の制御とは，そのことを言

うのである 。経済学が経験論的であるとされるのは，このフィードバッ ク機能を分析装置として

備えていることを言うのである 。もう一つは，「予測」であり ，作業仮説である 。未来に対して

何らかのイメージを想定することによっ て， 意志決定の在り方が規定されるのである 。それがフ

ィードフォワード制御ということである 。そこでは「予測」を如何に形成するかが問題なのであ

る。 ニュートンは数本の微分方程式によっ て， 森羅万象の活動についての完全な予測が可能であ

るとしたのである 。しかし，ニュートンにおいては，線形的変化のみが考察の対象とされていた

のである 。非線形的特徴を有する経済システムの下では，そのような線形的予測では不十分であ

る。 その意味では，経済学は，「経験科学」であると同時に，「行動科学」でもあるといえよう 。

　経済学が「予測科学」としての側面をもつのは，線形的予測と非線形的予測（予想，判断，社会

的理想）に依拠することによるのであり ，前者の予測のみでは，予測そのものが成立しないので

ある 。即ち ，経済学は，演緯的科学ではないということである 。演緯法によっ て経済現象を理解

すること ，即ち，先ず先験的な原則というものがあ って，そこから実際の現象を理解したり ，政

策を策定するという方法に対して，再検討が必要とされているのである 。最適な人問活動を ，先
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験的な原則から演緯的に定め，それをもっ て現実の活動を乖離や不均衡として裁断するという方

法は，決して理想社会を構築するには至らないのである 。人問の活動は，より行動科学的なもの

として想定されねばならないのである。人々の行動の在り方は，文化や習慣，或は制度に依存し

ているのであり ，相互作用的である 。経済学とは，社会科学の一分野であり ，本来「経済観察」

に立脚することにおいて成立している学問体系であることからすれば，経済を社会的文脈の中で

捉えることは，極めて当然のことである。それを忘れて経済学が展開されてきたことにこそ，経

済学の危機が存在していたのである 。経済学において「観察」を重要視するということは，フィ

ードバッ ク概念の意義を強調することに他ならないのである 。そこに現代経済学がサイバネティ

ソクス原理を基軸にして展開されねはならない一つの根拠が存在しているのである 。

　ところで，経済活動における偶然性とは，経済主体の自律的活動のことであり ，主体的判断そ

のことである 。個々の経済主体は，夫々が独自の個性をもつのであり ，その自主性をもっ た行動

には多棟性が生ずるのである 。それ故，市場システムにおいて，経済主体の自律性の高い行動を

許すことは，それだけ偶然を取り込む確率を増大させることを意味しているのである 。情報創造 ，

意味のある情報を創造することは，経済主体の個性的活動を基礎にしているのである 。経済シス

テムが持続的に存続可能であるのは，そのような情報創造が継続的に行なわれることによるので

ある 。それ故，経済システムが持続性を持ちうるのは，システムの内部に絶えず偶然性の契機を

取り込むことにおいてである。経済システムにおける自己組織化は，個々の経済主体が主体的 ，

能動的性格をもつことによっ て可能となるのであり ，そこに経済システムを人々が理想として描

く社会を建設する方向に向けて発展させることのできる根拠が存在するのである 。偶然性を必然

性の撹乱的要因として捨象することは，決定的局面における経済主体の主観的判断，個々の意志

決定の契機を重視しないということである。経済主体の王体的判断という偶然性を捨象して展開

されるような経済学の理論構成においては，永続性のある経済システムを構築することが初めか

ら拒否されてしまっ ていると言わざるをえないのでる 。

（三）市場システムにおける情報の圧縮と創造

　（１）市場システムと “ゆらぎ ”

　自己組織化の理論における “ゆらき ”とは，システムを構成する要素が常に運動を続けていて ，

一定の状態に留まることがないことを言う 。システムが平衡状態にある時は，例え “ゆらぎ”が

発生したとしても ，それは一定時問の後では，吸収され，終息してしまうのである 。“ ゆらき
”

が重要な意味をもつのは，個々の要素が不均質であり ，システムが「非平衡」の状態にある場合

である 。ｒ非平衡」とは，システムがｒ不安定性，多様性，非線形性」において特徴付けられる

ことを言うのである 。

　市場システムにおける ，“ ゆらぎ”とは，その構成要素である経済主体（個人，企業）が，独自

的， 自律的に運動することである 。市場システムにおいて，個々の経済主体が一定の範囲におい

て“ ゆらぎ”を許容されていることは，市場がそれ自体として存立する条件である 。市場の永続

性は，何よりもそれを構成する個々の経済主体の自律的活動に支えられているのである 。それは ，
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具体的には，一方では，購買者（消費者），他方では，販売者（ストア ・マネージャー 生産者と消費

者の問のコー ディネイター）における自律的，創造的活動のことである 。

　購買者における “ゆらぎ”とは，人々の日常生活における創造的活動のことであり ，新たな価

値観を確立したり ，発想の転換によっ て商品に対しての新たな需要を創出することである 。例え

は， 環境問題に対して，学習を深め，将来的に何が重要であり ，何が求められているかを王体的

に判断し，そのような理想を購買活動として具体化することが，購買者の “ゆらぎ”である 。更

には，農産物に対して，どこで，誰が，どのように生産したのかを問うことである 。そのような

ことは既に環境保護の運動の領域において試みられている 。又，外食産業の中のある企業では ，

有機栽培された野莱を使用することを決め，そのために産地を特定化することが検討されている

と言われている 。このようないわば生活提言的活動に対して，個々の購買者に求められているこ

とは，如何なる評価を与えることができるのかということである 。有機栽培された野莱は，農薬

を使用している従来の野菜に比べて，価格が高い。その価格差の背後に存在する諸問題を如何に

提え，評価できるのかが環境問題を学ぶことの一つの意味である 。それが受動的な消費者ではな

く， 積極的に生活する賢い生活者として生成するということの具体的な姿である 。そこに消費者

における学習と教育の重要性が存するのであり ，来たるべき社会の担い手として果たすべき重要

な役割が存するのである 。

　これに対して，販売者の “ゆらぎ”については，販売活動（商業機能）について，二様のもの

を概念的に区別する必要がある 。第一の活動は，販売結果の情報処理であり ，例えば，スー パ

ー・ マーケ ット等において，ＰＯＳデータに依拠して，売れ筋商品，死に筋商品を明確に区別す

ることである 。第二の商業活動は，市場についての情報創造であり ，購買者の需要傾向，市場の

動向，雰囲気を捉え，新たな商品開発に対しての情報を新たに創出することである 。販売活動に

おける新たな情報の創造とは，情報一般ではなく ，定性的な，意味のある情報の自己組織化であ

る。 情報の創造とは，天才的な閃きや芸術性のあるようなものを創りだすということのみではな

い。 市場においては，各所に散在する商品の供給者と潜在化している需要を顕在化し，積極的に

結び付けることも ，情報創造の一つの在り方である 。新たな供給源を開拓し，新たな需要を発掘

し， それらをコー ディネイトすることである 。販売者と購買者，コー ディネイターと消費者が商

品を媒介にして結び付くことによっ て， 貨幣と商晶が流れ，一定の価格水準が形成されるのみで

はなく ，両者の問に情報循環のルー プが形成されるのである 。一方では，生産者と消費者の自律

的， 創造的活動が存在し，他方では，商業によっ て生産者と消費者を結ぶ情報循環のループの形

成されることが，市場における情報創造の一つの在り方なのである 。

　市場システムにおいて「正のフィードバッ ク」が機能するのは，購買者が高い支持を与えるこ

との出来る商品が出現し，しかもその支持が級数的に高まる基盤が存在する場合である 。そのよ

うな基盤とは，一定の購買能力が潜在的に存在していることである 。例えば，自然環境を十分に

配慮した新たな商品の供給に対して，購買者の側において，有効需要が存在し，一定数の人々の

間に環境問題についての深い認識が存在しているということである 。新たな商品は価格が高い水

準のものかもしれない。環境についての深い認識とは，その価格差に重要な意味を見出すことの

できる能力が形成されていることである 。例えば，ハイブリッ ドカーと従来のガソリン車のよう

な場合である 。現在は，両者の問に５０万円程度の価格差があると言われている 。ここで重要なこ
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とは，燃費の違いで，１０年間でその価格差が解消されるか否かが問題ではないということである 。

価格差のもつ意味は，単に個人的な感情を充足するというものではなく ，その背後には排ガス等

に関わる社会的な意義を潜在させているのであり ，その潜在的意義が如何に捉えられるのかとい

うことが重要なのである 。現在，ハイブリッ ドカーやそれに類似した車が必ずしも市場において

圧倒的に高い評価を得ているわけでない。それは，環境問題についての知識が拡がっていること

と， そのような知識が具体的な経済活動として現象することとの間に一つのギャッ プが存在する

ことによるのである 。そのギャッ プを埋めるためには，日常生活のレベルにおける一つの飛躍が

必要である 。経済活動における重大な飛躍が生み出されるのは，社会の多くの人々の間における

価値観の転換が惹起されることによっ てである 。地球環境の重要性を生活の全レベルにおいて貫

徹させるためには，生活における価値観の転換が必要とされるのである 。

　市場における新たな秩序の形成とは，大量の需要によっ て支持を与えられた商品がシステム全

体の動向を支配するに至ることである 。マクロの情報がフィードバッ クされることにより ，即ち

そこで新たに形成されたマクロの状況に，個々の経済王体が協調的に活動するのである 。個々の

経済主体が自ら形成したマクロの状況に自己従属するということである。それは経済主体の新た

な“ゆらぎ”の創造の条件でもある 。ここで，商品が高い支持を得るのは，その商品と購買者の

問に，それ故に，生産者と消費者との間に一種の同調，引き込み現象が生じることによるのであ

る。 商品の生産とは，人問労働のリズム振動の形象化であるとすれば，引き込みは，商品のリズ

ム振動が同調し，共振することによっ て生成する 。生産者と消費者との問に非線形振動が存在し ，

それらが共振し合うのである。社会哲学の問題として捉えるならば，Ａ．スミスは，『道徳感情

論』において，第三者による判断の重要性を指摘し，社会的同感の形成に至ることを問題にした

のであるが，そのような杜会的同感が引き込み現象の生成なのである 。

　ここで市場における “ゆらぎ”について指摘しておかねばならないのは，問題にされねばなら

ないことは ，“ ゆらぎ”一般ではなく ，市場システムにおけるｒ望ましい “ゆらぎ”」とは何かと

いうことである。プリゴジンは，ｒ望ましい “ゆらぎ”」とは，ｒシステムの奥深くにまで急速に

侵入する」（［２１２７２頁）ことのできる “ゆらぎ”であるとしている 。“ ゆらぎ”がシステムの奥

深くまで侵入するということは，その “ゆらぎ”が，市場システムを構成する経済主体にとっ て

も， 市場システム全体にとっ ても ，充分な「魅力」をもつということである。社会的に望ましく ，

有望な “ゆらぎ”とは，社会的な「魅力」，理想を体現した経済活動そのことである。何に対し

て「魅力」があるのかを判断するのは，個人の主観によるのである。個々の経済主体の自律的活

動が，経済活動を通して，モノ ，サーヴィスとして具体化されるのであるが，そのことに対して

個々人が，市場という場において「魅力的」として判断するということである。そのような判断

と支持が急速に拡大すること ，即ち，正のフィードバッ クが機能し，その拡大規模が臨界域を超

えるまでに成長することによっ て新たな市場の秩序が形成されるのである 。例えば，環境の保護

や環境の改善に繋がるような技術革新（＝“ゆらぎ”）が惹起されたという場合には，その技術は ，

一方では，人々の環境保護に関する意識に影響を与え，環境問題への関心を高める 。他方では ，

その技術の成果を享受する人々の間において地球環境問題に対する深い認識が存在していること

によっ て， そのような技術は，正のフィードバッ クを通して，より一層高い評価を形成するので

ある 。しかし，正のフィードバッ クは，逆向きに作用することもある 。農地がダイオキシンに汚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８８）



　　　　　　　　　　　　　現代市場と “ゆらぎ”を通しての秩序（高木）　　　　　　　　　　　　　１３

染されているかもしれないという疑念の表明は，そのような農地で産出された農産物の購買を一

斉に停止してしまうというようにである 。更に，不況期の逆スパイラル現象がそうである 。

　商品交換，即ち，販売と購買において，二種類のコミュニケーシ ョンが成立している 。第一は ，

商品と貨幣の交換関係を量的側面について捉えることであり ，いわゆる価格水準の形成である 。

第二は，財としての商品についてのコミュニケーシ ョンである 。従来，市場における問題の考察

は， 第一の側面，即ち，販売された商晶量と支払われた価格の大きさのみに限定されてきたので

ある 。これに対して，第二の点については，苦情処理程度にしか考えられていなかったといえよ

う。 それはあらゆる経済活動を貨幣という一元的価値の大きさに還元することによっ て， 情報処

理が極めて迅速に，且正確に遂行することが出来るのであり ，しかも線形的予測を可能にしたか

らである 。しかし，既に見たように商品を巡る商業者と購買者とのコミュニケーシ ョンにおいて

こそ，市場における新たな情報創造の源泉が存在しているのである 。商品交換関係の成立するそ

の接点とは，「自省と予想能力」をもつ人問が相互に対置する「場」であるが，そのような「場」

においてこそ，より積極的な販売活動のための情報創造の手掛かりが得られるということである 。

　市場システムにおいて ，“ ゆらぎ”そのものが発生するためには，経済主体の活動について ，

ある程度の幅，ある程度の範囲，ある程度の自由度が存在しなければならない。しかも市場シス

テムにおいて，自己決定プロセスを進化的で創造的な自己超越のプロセスヘと向かうことが求め

られているのであるが，そのためには，「先導的」な “ゆらき ”の存在が不可欠である 。しかし ，

そのような “ゆらぎ”は，最初から明確に規定されているというわけではない。社会において何

が「先導的」な “ゆらぎ”として機能し，更には「望ましい “ゆらぎ”」として生成するのかは ，

市場において購買者の一つ一つの購買活動という判断過程を通してしか確立されえないのである 。

その意味では，「望ましい “ゆらぎ
’’

」の生成する背後には数多くの実現されえない “ゆらぎ”が

存在していることになるといえよう 。

　それ故，そのようなある意味では無駄な “ゆらぎ”の発生を許容出来なければ，システムは ，

「平衡」に陥 ってしまうのである 。社会システムにおける平衡とは，社会の精神的，社会的，文

化的な「死」であり ，人問の存在そのものの否定を意味しているのである 。経済システムが永続

性をもつためには，多数の無駄な “ゆらぎ”の発生を許容できることが必要なのである 。更に ，

経済システムとして重要なことは，社会的に「望ましい “ゆらぎ”」を見定める能力をもつ人材

が確保されるということである 。即ち，何が理想を実現することの可能な “ゆらぎ”であり ，何

が有望な “ゆらぎ”であるかを見定める能力を持つ「有望な人材」を，どれだけ育成し，確保で

きるかに，経済システムの永続の可能性が存しているのである 。市場システムにおいては，購買

者の求める理想を具体化し，見出すことの出来る能力のあるストア ・マネジャーやそれに相当す

る人々が，多数存在しているということである 。

　（２）「セブン ・イレブン」における情報の「ミクロ ・マクロ ・ループ」

　現代の市場システムにおいて，販売に関わる情報を如何に圧縮し，更に新たなと情報を創造す

るかということは，決定的な意味をもつのであり ，それ故，個々の商業企業の経営において情報

創造の活動は，極めて重要なことである 。市場において情報は，ミクロとマクロの間を流通し ，

一つのループを描くのであるが，その問に販売者と購買者の主観的判断と意志決定が作用するの
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であり ，そのような意識的行為の介入を通して，情報は，一方では圧縮され，他方では新たに創

造されるのである 。ＰＯＳに代表される情報ネ ットワーク技術の発展は，そのような情報ループ

を機構的に確立することを可能にしたのである。その典型的な在り方として，チ ェーン ・オペレ

ーシ ョンにおける活用がある 。それはミクロにおける地域需要の把握と ，マクロにおける情報の

集中を通して，その問の情報循環を計画的，意識的に遂行することによっ て行うというものであ

る。 ここでは，その具体的な例として「セブン ・イレブン」における情報の「ミクロ ・マクロル

ープ」の機構について検討して見る 。

　¢　コンビニエンス ・ストア ・システムの特徴

　コンビニエンス ・ストアの特徴は，四つある 。業態の共通性，店舗の多数性，中央統制，仕入

と販売の分離と調整，である 。この内，前の三者は，情報調整機能として極めて高い優位性をも

つことを示しているのであり ，そのことによっ て第四の仕入と販売の分離と調整を可能にしてい

る。 業態の共通性は，市場条件が夫々に相違しているにも関わらず，販売形態上は共通性が強い

ということであり ，それは情報を比較し，全体情報の分析を容易にしているのである 。これに対

して，店舗が多数存在することは，店舗間の比較，環境との関係の分析を可能にし，多様な情報

源として機能するということである 。中央統制は，種々の情報が本部に集中されることを可能に

しているのである 。そのような情報調整機能を積極的に作用させることによっ て， コンビニエン

ス・ ストアは，仕入と販売を分離し，更に調整することによっ て利益を発生させているのである 。

　仕入と販売を分離することによっ て， 仕入の集中の利益と販売の分散の利益を増大させるので

あるが，そこに新たな商業企業の参入の意義が存在している。しかし，そのことは同時に，仕入

と販売の調整というより困難な課題を招くのである 。従来，スーパ　等は，値下げやチラシ広告

等によっ て在庫調整を行ない，仕入と販売の調整を行ってきたのである 。これに対して，コンビ

ニェンス ・ストアが採用した方法は，情報調整機能によっ て事前の予測を向上させることを通し

て， その調整を実現したのである 。それは情報圧縮と情報創造を意識的 ・計画的に行うシステム

を確立することによっ て， 分離された仕入と販売の調整を行うということである 。

　コンビニェンス ・ストア ・システムにおける “ゆらぎ”とは，第一に，個々の店舗の店長が販

売結果と環境の変化を考慮して行う情報創造の活動であり ，第二に，ミドル ・マネジメントが独

自の情報収集に基づいて行う情報創造の活動である。ミクロのレベルでは，過去の販売活動の結

果についての情報処理と ，それに基づいて形成される将来の市場の動向についての予測が創出さ

れる 。これに対して，マクロのレベルでは，全国ネ ソトにおいて収集される情報と ，小売市場の

総体的動向に基づいて情報創造が行われる 。この両者の問における情報に相違があるのは当然で

ある 。その相違を如何に是正し，新たな情報の創造に繋げるかが，そこでの課題である 。その是

正を一つの組織として如何に行うのかということである 。いずれにしろ，個々の店舗において創

出される情報と本部において予測された情報との間に生じた相違を是正することが，それ自体新

たな情報創造であるということが重要なのである 。

　　　「セフン ・イレフン」の管理機構

　「セブン ・イレブン」における情報調整機能に関わる機構は，大きく三つの部分に分けること

が出来る 。第一は，個々の加盟店であり ，第二は，ミドルのマネジャーであり ，第二は，トソ プ

のマネジャー（本部）である 。個々の加盟店からは，現場において創出された情報（販売テータ）
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が本部に上けられていく 。これに対してトソ プにおいては，経営方針，その他の営業に関わる情

報が各店舗に下げられていく 。この情報のトッ プ・ ダウンとボトム ・ア ップを相互的に媒介して

いるのが，ミドルのマネジャー である 。秩序の形成という点からすれば，トッ プは，計画的に秩

序を形成しているのであり ，各店舗は，自律的，分散的に動的秩序を形成しているのである 。そ

の性格を異にする二様の秩序に一定のバランスを与えているのがミドルであり ，そのミドルの活

動によっ て， 「セブン ・イレブン」が一つの組織として存続し，且つ成長しているのである 。

　ミドルのマネジャーは，更に三つの階層において構成されている 。第一にスー パー バイザ ー

（ＯＦＣ ・オペレーシ ョン ・フィールド ・カウンセラー）であり ，７４０人いる 。彼等は平均して，一人で ，

７， ８店舗を担当している 。第二にＯＦＣの上にいる地区マネジャーであり ，８２人いる 。一人の

地区マネジジャー が， ９人のスー パー バイザーを指導，監督している 。地区マネジャーは，加盟

店指導の熟練者であり ，配下のスーパー バイザーのＯＪＴを通して人材の育成と加盟店指導の充

実の両方を同時に達成することを目標としている 。第三に地区マネジャーの上にいる地域（ゾー

ン）マネジャー であり ，１０人いる 。彼等は，８人の地区マネージャーを監督し，広域レベルの管

理業務を担 っている 。彼等の内，４人が経営を担当する役員である。夫々のミトル ・マネジャー

は， 階層的構成関係にあるが，地域会議，地区会議等を通して，情報を圧縮し，階層問の情報流

通を円滑にしているのである 。

　ここで強調されるべきことは，経営のトッ プからスー パー バイザーを含む全体会議が，週一回

開催されていることである 。それはトッ プ（経営者）とボトム（スー パー バイザー）が「場」を共

有することであり ，そのことによっ て， 情報の迅速な，即自的な流通を可能にしているのである 。

それは同時に，階層的関係による指導の固定化を防ぐことにもなっ ている 。全体会議の「場」が

トッ プ・ ダウン ・コントロールとボトム ・ア ップ ・コントロールの接点として機能しているとい

うことである 。全体会議を通して，ミクロの情報がマクロの秩序に繋ぐことを可能にしているの

であり ，情報のミクロ ・マクロ ・ループを形成することが可能になっ ているのである 。

　　　二つの情報ループ

　「セブン ・イレブン」における情報ループは，本部が各店舗から情報を吸い上げる「個別一全

体の流れ」（ミクロからマクロヘの情報の流れ）と ，本部において情報を処理し，新たに創造された

情報が各店舗に流れていく「全体一個別の流れ」（マクロからミクロヘの情報の流れ）という「二つ

の情報の流れ」（［１５１１７９～８２頁）において構成されている 。情報ループにおいて，本部，スー パ

ーバイザ ー， 各店舗は，ループのノードを形成し，夫々固有の機能を遂行しているのであり ，そ

のことによっ て， チェーン組織全体としての情報圧縮と情報創造を実現し，システムとしての存

続を可能にしているのである 。ここで，本部，スー パー バイザ ー， 各店舗が如何に機能している

かについて見ておこう 。

　本部は，情報ネ ソトワークを通して膨大な量のテータを集中し，蓄積，圧縮，分析している 。

更に，チ ェーン組織全体の品揃えの枠組を本部推奨品目 ，推奨取引業者として定めることを行う 。

そのことによっ て巨大なチ ェーン組織における多様で濃密な情報の共有を可能にしているのであ

る。 その意味では，本部は，情報ネ ットワーク組織の結節点に位置しているのである 。スーパー

バイザーは，本部と個々の店舗を情報的に繋ぎ，全体から個別へ，個別から全体へと情報の相互

作用をスパイラル的に引き起こす触媒役を担当している 。スーパーハイサ ーの重要な作業の一つ
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は， 店舗運営責任者と共同して，ＰＯＳデータに一定の意味を与えることである 。それはデータ

が発生している文脈を読み取るということである 。テータの文脈を読み取るためには，一方では ，

本部レベルの比較 ・全体情報を熟知しており ，他方では，店舗レベルの個別 ・ナマ情報を捉えて

いることが必要なのである 。個々の店舗は，日々発生して来る個別情報，売れ筋商品，死に筋商

品の確定を初めとする各種の販売動向の情報を形成している。それは，特定の「場」において形

成された情報である 。競争条件や天侯 ・接客態度，陳列方法等，直接販売の「場」において形成

された個別のナマ情報である 。ｒセブン ・イレブン」においては，店舗と顧客をｒ顔の見える関

係」で繋ぐことを目指している 。それはそのフェース ・ツー・ フェースの接点においてこそ，販

売情報が発生するものとして捉えていることによるものである 。情報創造において，商品を媒介

として各店舗の店長と顧客の問に交されるコミュニケーシ ョンの果す役割は，決定的に重要なの

である 。そこにマーケティングが単に商品販売の技術の開発ではなく ，販売者と購買者との間の

コミュニケーシ ョンの問題として捉えられねばならない根拠が存しているのである 。

　＠　情報ループの転換点

　情報ループは，二つの転換点を有する 。「個別一全体」から「全体一個別」への転換と ，「全体

一個別」から「個別一全体」への転換とである 。問題は，その転換の契機が如何に設定されるの

かということである 。第一のｒ個別一全体」の情報ループをｒ全体一個別」の情報ループヘと転

換させるのは，経営のトッ プとスーパー バイザーが一堂に会する全体会議である 。その会議にお

いてトッ プと個々の店舗の実情を把握しているスーパー バイザーとの問における直接的なコミュ

ニケーシ ョンが行われるのである 。その意味では，全体会議は，厳格なミドルの階層構成を一度

壊した上で成立しているコミュニケーシ ョンの機構であるといえよう 。全体会議の成果，本部の

方針の個々の店舗への説明は，スーパーハイザーによる第一回目の「店舗巡回指導」において行

われる 。第二のｒ全体一個別」の情報ルー プをｒ個別一全体」の情報ループヘと転換させる契機

は， スーパーハイザ ーによる二回目のｒ店舗巡回指導」である 。この巡回では，王として業務改

善計画のチ ェッ クが行われるのである 。この二つの転換点が如何に機能するかによっ て， 情報ル

ープがどのように回転するかが決定されていくのである 。

　ここで指摘されることは，情報ループにおけるスーパーハイザーと各店舗との関係の重要性で

ある 。夫々個々の店舗は，自律性と個性を持って販売活動を行う能動的な経済主体である 。販売

活動において創造されるのは，「場面情報」（［１６１４５頁）である 。販売の現場においてこそ，販売

情報が生成するのである。その店舗とスー パー・ バイザーとの問で形成される組織が「関係の

場」である 。そこにおいて各個の店長の得ている情報とスーパー・ バイザーの有する本部からの

情報との突き合わせ，「修正」が行わる 。それが「場の情報」の生成である 。しかも ，そのよう

な「場」は，一つだけではない。各階層間でもたれる会議において，夫々のレベルの「場の情

報」を創出しているのである 。その意味では，経営者を含む全体会議は，階層的に形成されてき

た「場の情報」を新たな情報へと転成せしめる「場」として機能しているのである 。「セブン ・

イレフン」において，ｒ場」は，ｒ情報の生成装置」として位置付けられているということである 。

そのような情報の生成装置が有効に機能していることによっ て， システムの全体としての存続を

可能にしているのである 。この「セブン ・イレブン」における市場と組織との有機的な連関性に

おいて見ることができるのは，企業の存続は，単に利潤追求活動によっ てのみ保証されているわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９２）
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けではないということである 。換言すれば，企業が持続的に利潤を生成させることが出来るのは ，

個々の企業の活動と広汎な消費者の支持が持続性を持つことによるのである 。即ち，利潤とは ，

社会が創出したものであるということである 。

　　（本稿は，文部省科学研究「基盤研究一社会 ・経済システムの基礎理論研究（Ｃ）一」の研究成果の一部で

　　ある）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

１）二種類のサイバネティッ クスは，階層的関係において提えることができる 。価値論に関連して言え

　ば，ファースト ・サイバネティッ クスは，労働価値論の領域であり ，セカンド ・サイバネティッ クス

　は，固有価値（創造価値）論の領域である 。その点については，拙稿［２０１において問題にしたこと

　がある 。

２）ここでのパラダイムとは，Ｔ．クーンの提起したものとは異なる意味のものであり ，経済学の枠組 ，

　考え方のことである 。より基本的には機械論的世界観のことである 。
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